
 
様式第３号(第６条第関係) 

会議結果報告書 

令和６年８月30日 

 

１ 会議日時 令和６年８月１日 

２ 場  所 議員全員協議会室  

３ 件  名 行政経営フローの再整理について 

４ 出 席 者 副市長、教育長、各部長級職員、総務課長、財政課長、政策

推進課長、政策推進課関係職員 

５ 会議結果 ■ 案のとおり決定する 

□ 一部修正の上、決定する 

□ 継続して検討する 

□ 案を否決する 

□ 報告を了承する 

６ 会議内容 政策推進課、財政課、総務課人事による横断的な行政経営

の協働マネジメント、行政経営フローの再整理を行うととも

に、キントーンを利用した行政経営システムの開発を行う。

システムから出力される PDF を用い、今年度財政課のヒアリ

ングで試行運用し、施策や基本計画の進捗管理と事業評価 

が可能なツールとなるようすすめている、第３次総合計画策

定の際には本格運用をめざす。 

・新システムから予算査定の資料を作成するにあたり、すべ

ての事業を作成するのではなく、入力が必要な事業を見極め

て、簡素化できる仕組みを検討してほしい。 

→予算が少額の事業についても、新システムへの入力が必要

であると考えている。業務にどれだけの人が必要か測るもの

さしとしたい。簡易的な事業など、入力内容の中で省略でき

る部分は省略し、簡素化を進めたい。 

・システムへの入力が必要な事業数はいくらか。 

→約 600 事業であるが、現在のシステムから内容を吸い上

げ、査定に使用しない部分は入力不要としている。令和４年

度に事業の集約といった見直しを行い、令和５年度から事務

事業数は減ったが、事業内容がみえにくくなったという状況

である。 

・事業の集約により、１つの事業で評価が分かれることもあ

る。適正な評価のために事業を細分化する考えは。 

→財政課とも協議し、必要性があれば細分化する可能性もあ

る。 



 
・職員一人一人が、このシステムの必要性を考える仕組みづ

くり、職員から意見を聞く仕組みづくりも必要である。 

→試行的に大型の起債ヒアリングで活用し、検証しながら来

年度本格始動を目指している。補正予算では、使用しない。 

・事業廃止の判断はこのシートでみるのか。 

→施策の施策に必要な事項を網羅できるような仕組みづくり

を考えており、査定の結果、中止、縮小、拡大などもこのシ

ートを基に考えていく。総合計画に基づいた施策、事業の体

系的な取り組みを進めていき、どこに重点を置くべきかを新

システムで可視化していくことも目標としている。 

備考：会議内容を簡潔に記載すること 



 

様式第１号(第４条関係) 

報告書 

令和６年７月26日 

 

部課名( 政策企画部政策推進課 ) 

 

１ 件名 行政経営フローの再整理について 

２ 目的 限られた行政経営資源（ヒト・モノ・カネ）の適正配分を目

的に政策管理の政策推進課、財政管理の財政課、人事管理の

総務課の連動による行財政運営のマネジメントフローを再整

理することにより、総合計画に基づく事業の推進、行財政改

革を実行する。 

３ 効果 行政評価を適正に運用することにより事業の選択と集中、事

業見直しを促し、歳入見合いの予算規模の実現、適正な人員

配置の実現、総合計画基本構想の実現に寄与し、職員の資質

向上をはかる。 

４ 現状と課題 行政運営に経営的な視点を取り入れるため成果志向に基づき

指標設定を行い、行政評価システムにより事業推進を行って

いるが、各事業の適正な事業評価及び優先度に応じた事業の

選択と集中につながっていない。また経営資源に大きく関与

する３課による一体的な行政経営がなされていないため、行

財政運営上の方向性や情報共有が不十分で、効率的な行政経

営になっていない。 

５ 対応 行財政所管の３課が、経営課題の抽出と実施すべき事項を整

理し、課題解決のための新たなフローを再整理し、横断的か

つ一体的な行財政運営につながる仕組みづくりに取り組む。 

その手段として、まずは現在の行政経営システムの問題点を

改善し、キントーンを活用した行政経営システムへの移行を

行うことにより、職員の業務の負担軽減をはかる。 

順次、第３次総合計画策定を見据え、実用できるフローへの

改善や職員研修を行っていく。 

６ スケジュール 令和６年８月から運用、随時見直し 

７ 関係法令等 ― 

８ 関係課 全部局 



 

９ 予算関連 款   項   目 

総事業費      千円  

特定財源      千円 

10 総合計画の 

位置づけ 

政  策) ４ 行財政 

施  策) １ 持続的な行政経営への取り組み推進 

基本事業)01 行財政運営の健全化 

02 信頼される職員・組織・人事管理 

03 成果志向効率的仕事の推進 

07 適切な事務の執行 

事務事業名) 

11 その他  

 

 



行政経営フローの再整理について
～ 横断的な協働マネジメントに向けて ～

政策推進課、財政課、総務課

令和６年８月１日
行政経営戦略会議資料
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・総合計画の進捗管理体制が不十分。
・総合計画の職員への意識づけ不足。進捗管理が不明確。
・事務事業の新規基準及び見直しの仕組みがない。
・適正な評価のための適切な指標の設定が課題。
・新たな政策課題（需要）への対応策が未整備である。
・重点施策の絞り込み（選択と集中）が明確でない。

⇒ 適正な事業評価に向け指標のチェック体制が必要
⇒ 総合計画の基本構想の実現及び政策課題の解消

・実質単年度収支が恒常的に赤字。（直近６年中５期赤字）

・経常収支比率 97.5 財政の硬直化が顕著
・要因：歳入見合いの予算規模が実現できていない。

 ①歳入：合併算定替制度の終了による普通交付税の減少
 ②歳出：市債残高の増加による公債費の高止まり

・基金残高の確保が課題。R9～R10に危機的局面を迎える。

 ⇒ 事業の選択と集中に向け査定手法の見直しが必要。
 ⇒ 歳入見合いの予算規模の実現

■ 西予市の経営課題の整理

財政管理 政策管理
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・類似団体と比較し職員数が72人程度多い。（R5普通会計）

・働き方改革の推進に向け職員１人当たりの業務量が懸念。
・定員管理（削減計画）に基づく職員配置の在り方が課題。
・職員数の削減≒業務量の見直しが必須である。
・適正な職員配置に向けた情報収集が必要不可欠。
・成果志向・経営感覚を持った人材育成が必要。

⇒ 適正な職員配置に向け情報収集（データ等）が必要
⇒ 事業の選択と集中に紐づく適正な人員配置の実現

人事管理

    行政経営資源の適正配分
          （ヒト・モノ・カネ＋デジタル）

①横断的な協働マネジメント
②行政経営フローの再整理
③行政経営システムの見直し

（ｷﾝﾄｰﾝ自前開発に移行）

諸課題の対応



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

担
当
課

政
策
推
進
課

財
政
課

総
務
課

行政経営ｼｽﾃﾑ
前年度評価入力
（kintone）

財政推計

【Check】
前年度成果指標
評価ヒアリング

【Action】
事業見直し

次年度予算要求見直し検討

行政経営ｼｽﾃﾑ
当初予算入力

(kintone)
点数化

当初予算
重点施策
（市長）

人件費推計

市長報告

点検

まちづくり報告書
（総合計画）

市長報告

成果報告書 ９月議会

人事的課題の整理 所属長ヒア

人件費推計

概算要求

概算要求
基準 当初予算査定

（行政経営点数化）

概算要求集計

３月議会

部内調整

当初予算
編成方針

点検

大型・起債枠
調整

点検

点検

人事異動職員配置調整

定員管理計画
採用計画

大型・起債枠ヒア

予算査定

中長期財政推計

組織機構決定
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① ②

指
摘
事
項
チ
ェ
ッ
ク

会計年度ヒア

■ 行政経営フローの再整理（案）

デジタル推進課のサポート

意
識
改
革

（
成
果
志
向
・
経
営
感
覚
）

人
事
的
改
革

デ
ー
タ
収
集

情
報
収
集

引継書
システム

指
摘
事
項

連携模索

引継書システム
情報収集模索



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

担
当
課

政
策
推
進
課

財
政
課

総
務
課

起債枠ヒア試行

３課協議（素案）

・6/11 
３課部課長意向確認

・8/1 
行政経営戦略会議

３課協議（検証）

kintone入力（起債枠試行）

・8/2 
起債枠ヒア通知

・11月中旬
編成方針説明会

・7/26 
３課部課長中間報告

kintone入力（R7当初）

・11月上旬
編成方針市長協議

・11月中旬
編成方針説明会（kintone説明）

マニュアル・記入例作成

当初予算査定会計年度査定

会計年度ヒア 会計年度査定

当初予算職員給与費試算

概算要求 部内調整

・11月上旬
３課部課長最終報告

・課題の整理
・行政経営フローの再整理
・今後のスケジュール
・kintone様式素案検討 マニュアル・記入例再整理

・試行の検証
・kintone様式の見直し
・導入方針の検討

所属長ヒアリング 職員配置調整

概算要求集計
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■ 令和６年度のスケジュール

・8/2 
課長会周知

・11月中旬
編成方針説明会（kintone説明）
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■ 行政経営システム（キントーン入力画面イメージ①）



6

■ 行政経営システム（キントーン入力画面イメージ②）
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■ 行政経営システム（行政経営シートPDF出力イメージ）
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